





































































































































































































































































































































ID 1 2 3 4 5 6
1 幸せである。 5 4 1 4 2 4
2 私の人生は、満たされたものだと思う。 4 4 1 3 2 4
3 自分を支える信念をもっている。 4 3 3 1 1 4
4 他人から疎遠であると感じる。 1 3 2 4 0 3
5 過去のつらい体験を思い出させるような考えや感情を避けようとしてしまう。 3 3 4 4 0 2
6 過去のつらい体験を思い出させるような活動や状況を避けていると思う。 1 2 3 4 0 2
7 自分が援助している人に関連するフラッシュバック（場面を急に思い出すこと）を体験することがある。 1 1 1 1 0 0
8 強いストレスを感じる体験をふりかえる時に、仲間からのよい支援を受けることができる。 4 4 1 1 5 3
9 大人になってから経験したトラウマとなる出来事を、思い出してしまうような体験をした。 0 3 3 1 0 0
10 子どもの頃経験したトラウマとなる出来事を、思い出してしまうような体験をした。 1 3 1 0 0 1
11 自分の人生におけるトラウマとなる体験を「ふりかえる」必要があると考えている。 1 2 1 2 1 1
12 自分が援助している人たちと関わることで、非常に多くの満足を得ている。 4 2 2 4 5 3
13 自分が援助している人たちと関わった後に、とても元気付けられる。 3 4 1 3 5 3
14 自分が援助をしている人が、私に対して言ったことやしたことにおびえている。 2 3 1 1 0 1
15 自分が援助している人の状況に似た夢に悩まされることがある。 1 1 1 1 0 0
16 自分が援助した人のなかでも、とりわけ難しい人との時間のことで、頭の中がいっぱいになることがある。 1 3 5 1 1 2
17 自分が援助している人と関わっている間、過去のつらい体験を突然、無意識に思いだしたことがある。 1 1 1 1 0 0
18 ささいなことで怒りを爆発させたり、いらいらしたりしてしまう。 1 2 4 4 3 2
19 自分が関わっている人を、どのように援助できるかということを考えるのが楽しい。 2 1 2 3 3 4
20 自分が援助している人から聞いた、トラウマとなるような体験のことが頭から離れず、眠れなくなっている。 0 0 3 1 0 0
21 援助している人たちのトラウマとなるストレスが、こちらに移ったかもしれないと思う。 0 0 3 1 0 0
22 自分自身が援助している人たちの幸福や福祉についてあんまり考えなくなったと思う。 1 1 0 2 0 2
23 援助者としての今の仕事に縛り付けられていると感じる。 1 1 0 2 0 1
24 自分が援助している人たちとの仕事に関連した絶望感がある。 1 1 0 1 0 0
25 自分が援助している人のうちの何人かについては、その人たちと関わるのが特に楽しい。 3 2 2 1 5 3
26 援助者という自分の仕事が好きである。 4 1 4 3 1 3
27 援助者として働く上で必要な手段や資源を持っていると思う。 3 2 3 3 3 2
28 自分は援助者として、「よく、やれている」と思う。 3 2 3 3 0 2
29 仕事仲間と楽しくやっている。 4 3 2 3 4 3
30 私が必要としている時には、自分の仕事仲間に頼って助けてもらえる。 5 4 2 3 5 3
31 仕事仲間は、助けを必要としている時には、私を頼ってくれる。 4 3 3 3 5 3
32 仕事仲間を信頼している。 4 4 2 3 5 3
33 どのように援助していくかという「援助や査定のための技法・知識」の進み具合に遅れずについていくことができていることに満足を感じる。 3 3 1 4 1 2
34 自分が、援助の技術や手順についていくことができていることに満足を感じる。 2 2 2 3 1 2
ID
A1 「仕事仲間や友人との関係における満足」 21 18 10 13 24 15
A2 「自分が援助している人達との関係の中での満足」 16 10 11 14 19 16
A3 「援助者の資質としての満足」 11 9 9 13 5 8
A4 「人生における満足」 13 11 5 8 5 12
61 48 35 48 53 51
C1 「二次的トラウマ」（援助している人達から受ける二次的トラウマ体験） 4 6 14 6 1 2
C2 「PTSD様状態）」（援助している人達との関わりから引き出される否定的感情；拘束感、脅威、おびえ、いらいら、隔絶） 7 11 7 14 3 9
C3 「否認感情」（つらい体験を思い出すのを避ける） 4 5 7 8 0 4
C4 「援助者自身のトラウマ体験」（自分自身のトラウマ体験の想起） 2 8 5 3 1 2































ID 1 2 3 4 5 6
1 こんな仕事、もうやめたいと思うことがある。 1 4 3 2 1 2
2 われを忘れるほど仕事に熱中することがある。 1 1 1 2 4 2
3 こまごまと気くばりすることが面倒に感じることがある。 2 3 2 2 1 4
4 この仕事は私の性分に合っていると思うことがある。 4 1 3 2 1 3
5 同僚や、自分が援助している人の顔を見るのも嫌になることがある。 1 2 3 3 1 1
6 自分の仕事がつまらなく思えてしかたのないことがある。 1 2 3 1 1 4
7 １日の仕事が終わると「やっと終わった」と感じることがある。 3 4 4 2 2 2
8 出勤前、活動現場に出るのが嫌になって、家にいたいと思うことがある。 1 3 4 2 1 2
9 仕事を終えて、今日は気持ちのよい日だったと思うことがある。 3 3 2 4 5 3
10 同僚や、自分が援助している人と、何も話したくなくなることがある。 1 2 3 1 1 1
11 仕事の結果はどうでもよいと思うことがある。 2 3 1 3 2 3
12 仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある。 2 4 3 4 3 1
13 今の仕事に、心から喜びを感じることがある。 3 3 2 4 1 2
14 今の仕事は、私にとってあまり意味がないと思うことがある。 1 1 1 1 1 4
15 仕事が楽しくて、知らないうちに時間がすぎることがある。 1 2 1 1 3 2
16 体も気持ちも疲れはてたと思うことがある。 3 3 4 4 2 2
17 われながら、仕事をうまくやり終えたと思うことがある。 3 2 2 4 3 2
A 情緒的消耗感 10 18 18 14 9 9
B 脱人格化 13 13 13 11 7 17
C 個人的達成感 15 12 11 17 17 14
合計値 38 43 42 42 33 40
ID 1 2 3 4 5 6
1 職場の組織・体制の方針と、自分の方針が合わないときがありますか？ 3 3 3 1 5 3
2 自分の家族は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 1 4 2 5 1 3
3 友人は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 5 2 3 5 3
4 上司（やそれに近い立場の人）は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 4 3 5 4 3
5 同僚（やそれに近い立場の人）は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 4 3 4 5 3
6 組織・体制の責任者は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 2 2 4 3 3
7 自分が援助者であることで、自分の家族（離れている場合も含む）は疲れたり、いらいらしたりしていると感じますか？ 1 1 1 2 1 1
8 仕事と、自分のプライベートな時間を意識的に区別していることがありますか？ 3 4 3 5 5 2
9 趣味や自分の楽しみなどで、仕事を忘れることがありますか？ 2 4 2 4 2 3
10 家（宿舎）に帰って、家族や友人にいらいらや不満をぶつけてしまうことがありますか？ 1 2 2 2 1 2
11 仕事上感じた満足感を同僚（やそれに近い立場の人）に話していますか？ 3 3 2 3 1 2
12 仕事上感じた満足感を上司（やそれに近い立場の人）や組織・体制の責任者に話していますか？ 3 3 2 2 1 1
13 仕事上感じた満足感を家族や友人に（電話やメールも含めて）伝えたり話したりしていますか？ 3 3 2 1 1 1
14 ユーモアや笑いを職場で大事にしていますか？ 5 4 4 5 4 4
15 ユーモアや笑いを、（メールや電話も含めて）家族や友人との間で大事にしていますか？ 5 4 2 5 4 2
16 寝る、食べる、休憩する、など基本的な生活スタイルを大事にできていますか？ 5 4 1 5 5 2
17 気持ちが疲れたときなど、からだをほぐしたり、リラクセイション法を行ったりしていますか？ 3 4 2 2 5 1
18 つらいときほど、「つらい」という気持ちを、近くにいる人に言葉で伝えていますか？ 3 4 2 2 5 3
19 みんなと居るだけでなく、「一人だけの時間」も確保していますか？ 4 4 5 5 5 3
20 人とつながっている感覚（語り合う、一緒に時間を過ごすなど）を大事にできていますか？ 4 4 2 4 4 3
21 自分にはできない、限界であると思うことなどを、周りに伝えていますか？ 4 3 2 3 5 3
平均値 3.3 3.5 2.3 3.4 3.4 2.4
標本標準偏差 1.2 0.9 0.9 1.4 1.7 0.9



















表.  者支援対策項目 
ID 1 2 3 4 5 6
1 こんな仕事、もうやめたいと思うことがある。 1 4 3 2 1 2
2 われを忘れるほど仕事に熱中することがある。 1 1 1 2 4 2
3 こまごまと気くばりすることが面倒に感じることがある。 2 3 2 2 1 4
4 この仕事は私の性分に合っていると思うことがある。 4 1 3 2 1 3
5 同僚や、自分が援助している人の顔を見るのも嫌になることがある。 1 2 3 3 1 1
6 自分の仕事がつまらなく思えてしかたのないことがある。 1 2 3 1 1 4
7 １日の仕事が終わると「やっと終わった」と感じることがある。 3 4 4 2 2 2
8 出勤前、活動現場に出るのが嫌になって、家にいたいと思うことがある。 1 3 4 2 1 2
9 仕事を終えて、今日は気持ちのよい日だったと思うことがある。 3 3 2 4 5 3
10 同僚や、自分が援助している人と、何も話したくなくなることがある。 1 2 3 1 1 1
11 仕事の結果はどうでもよいと思うことがある。 2 3 1 3 2 3
12 仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある。 2 4 3 4 3 1
13 今の仕事に、心から喜びを感じることがある。 3 3 2 4 1 2
14 今の仕事は、私にとってあまり意味がないと思うことがある。 1 1 1 1 1 4
15 仕事が楽しくて、知らないうちに時間がすぎることがある。 1 2 1 1 3 2
16 体も気持ちも疲れはてたと思うことがある。 3 3 4 4 2 2
17 われながら、仕事をうまくやり終えたと思うことがある。 3 2 2 4 3 2
A 情緒的消耗感 10 18 18 14 9 9
B 脱人格化 13 13 13 11 7 17
C 個人的達成感 15 12 11 17 17 14
合計値 38 43 42 42 33 40
ID 1 2 3 4 5 6
1 職場の組織・体制の方針と、自分の方針が合わないときがありますか？ 3 3 3 1 5 3
2 自分の家族は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 1 4 2 5 1 3
3 友人は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 5 2 3 5 3
4 上司（やそれに近い立場の人）は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 4 3 5 4 3
5 同僚（やそれに近い立場の人）は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 4 3 4 5 3
6 組織・体制の責任者は、仕事上のつらさ・きつさを受けとめてくれていると感じていますか？ 4 2 2 4 3 3
7 自分が援助者であることで、自分の家族（離れている場合も含む）は疲れたり、いらいらしたりしていると感じますか？ 1 1 1 2 1 1
8 仕事と、自分のプライベートな時間を意識的に区別していることがありますか？ 3 4 3 5 5 2
9 趣味や自分の楽しみなどで、仕事を忘れることがありますか？ 2 4 2 4 2 3
10 家（宿舎）に帰って、家族や友人にいらいらや不満をぶつけてしまうことがありますか？ 1 2 2 2 1 2
11 仕事上感じた満足感を同僚（やそれに近い立場の人）に話していますか？ 3 3 2 3 1 2
12 仕事上感じた満足感を上司（やそれに近い立場の人）や組織・体制の責任者に話していますか？ 3 3 2 2 1 1
13 仕事上感じた満足感を家族や友人に（電話やメールも含めて）伝えたり話したりしていますか？ 3 3 2 1 1 1
14 ユーモアや笑いを職場で大事にしていますか？ 5 4 4 5 4 4
15 ユーモアや笑いを、（メールや電話も含めて）家族や友人との間で大事にしていますか？ 5 4 2 5 4 2
16 寝る、食べる、休憩する、など基本的な生活スタイルを大事にできていますか？ 5 4 1 5 5 2
17 気持ちが疲れたときなど、からだをほぐしたり、リラクセイション法を行ったりしていますか？ 3 4 2 2 5 1
18 つらいときほど、「つらい」という気持ちを、近くにいる人に言葉で伝えていますか？ 3 4 2 2 5 3
19 みんなと居るだけでなく、「一人だけの時間」も確保していますか？ 4 4 5 5 5 3
20 人とつながっている感覚（語り合う、一緒に時間を過ごすなど）を大事にできていますか？ 4 4 2 4 4 3
21 自分にはできない、限界であると思うことなどを、周りに伝えていますか？ 4 3 2 3 5 3
平均値 3.3 3.5 2.3 3.4 3.4 2.4
標本標準偏差 1.2 0.9 0.9 1.4 1.7 0.9
